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巻頭挨拶

ごあいさつ

一般社団法人 北海道造園緑化建設業協会　会長
嘉 屋 幸 浩

暑中お見舞い申し上げます。
会員並びに関係者の皆様には、平素より当協会の運営にご理解とご協力を賜りまして、誠にありが

とうございます。心から感謝申し上げます。

さて、我々造園建設業者は、新型コロナウイルス感染症が全世界で猛威を振るう中、従業員や作業
員の感染予防対策を徹底し、円滑な工事や維持管理の施工に努め、都市の緑を守り育てる担い手とし
て、その使命を果たしてまいりました。

造園建設業がコロナ禍を乗り越え、来たるポスト・コロナの時代においても、その社会的使命を果
たしていくためには、引き続き、従業員や作業員の健康に配慮するとともに、休日の確保による働き
方改革や、賃金の引上げ、担い手の確保・育成、ＩＣＴの活用やＤＸによる生産性の向上など、様々
な課題にも取り組んでいかなければなりません。

徐々に新型コロナウイルス感染者の数も落ち着き、経済活動が戻りつつあります。そうした状況の
中、6 月 25 日から 7 月 24 日までの一ヶ月間、第 39 回全国都市緑化北海道フェア「ガーデンフェス
タ北海道 2022」が開催されています。開会式初日は天気にも恵まれ盛況に始まりました。平日にも
たくさんの方々が来場され花と緑の中、笑顔で散策している光景を見ていると、こういう空間の大切
さや我々の造園という仕事がいかに重要な仕事か改めて感じました。

そして、我々の業界継続の為の重要な事業のひとつ担い手確保の一環として毎年行っている高校生
向けの出前講座や現場見学会も感染対策を徹底し、今年も実施する予定です。そして昨年に引き続き
北大からの依頼で公開講座を開催させて頂きました。さらに今年は札幌市立大学からも、お声がかか
り出前講座を開催させて頂きました。我々の活動が徐々に広がりつつあります。この活動をきっかけ
に緑の業界に興味を持ち若い力が業界の活性化が進むことを期待しています。

最後に、都市の緑を守り育てる担い手として、安全・安心でみどり豊かな街づくりの為、北海道造
園緑化建設業協会は会員の皆様と一体となり、引き続き、様々な課題に対し積極的な事業活動を展開
して参りますので、より一層のご支援、 ご協力をお願い申し上げます。
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令和４年度「定時総会」

令和４年度「定時総会」
（報告）

日　時：5 月 13 日（金）15：30 ～
場　所：札幌パークホテル　3 階「パークホール C」
出席者：正会員　75 名（総会出席者 37 名、委任状 38 名）

理事・監事　理事 16 名・監事 2 名
特別会員　出席 3 社・賛助会員　出席 2 社

来　賓：国土交通省北海道開発局　　　小林　力　 様
北海道建設部まちづくり局長　信太　一人 様
札幌市建設局長　　　　　　　天野　周治 様

議事録署名者：議長及び出席の監事
議　案：（すべての議案は満場一致で承認可決されました。）

1　報告事項
報告第 1 号　令和 4 年度事業計画案及び収支予算について
報告第 2 号　特別会員等の入会及び退会に関する規定の改正について

2　審議事項
議案第 1 号　令和 3 年度事業報告及び収支決算報告について
議案第 2 号　役員の改選について

3　その他
都市緑化北海道フェア　北造協出展庭園デザインについて

祝辞　国土交通省北海道開発局
小林　力 様

祝辞　北海道建設部まちづくり局長
信太　一人 様

祝辞　札幌市建設局長
天野　周治 様
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令和４年度「定時総会」

役員改選による新役員（令和 4年第 2回理事会において承認可決）

会 長 嘉 屋 幸 浩 （㈱園建　代表取締役）重任

副 会 長 四 宮 　 繁 （㈱四宮造園　代表取締役社長）重任

副 会 長 畑 山 浩 二 （日本緑化工㈱　代表取締役）就任

専 務 理 事 加 藤 建 一 （（一社）北海道造園緑化建設業協会　専務理事）重任

常 務 理 事 北 原 良 紀 （元（公財）札幌市公園緑化協会　事務局長）就任

理 事 梶 尾 　 求 （㈱梶尾花園　代表取締役）重任

理 事 嘉 屋 幸 治 （㈱ 蔵田喜芳園　代表取締役）重任

理 事 喜 多 伸 行 （横浜植木㈱北海道支店　支店長）就任

理 事 坂 尻 隆 則 （㈱ 緑土興産　代表取締役）重任

理 事 佐々木　一　敏 （㈱サンコー緑化　代表取締役）重任

理 事 篠 原 恒 也 （㈱ 篠原園芸　代表取締役）重任

理 事 高 木 和 明 （㈱高木園芸　代表取締役）重任

理 事 武 田 　 久 （㈱札幌ニット　代表取締役）重任

理 事 廣 澤 　 隆 （㈱道南レミック　代表取締役）重任

理 事 廣 部 修 平 （㈱ 南香園　代表取締役）就任

理 事 細 田 洋 介 （㈱ 細田造園　代表取締役）就任

理 事 三 栖 裕 司 （㈱宝樹造園　代表取締役）重任

監 事 大 川 澄 雄 （アルファ電建㈱　代表取締役）重任

監 事 吉 村 仁 志 （北海日植㈱　代表取締役）就任

挨拶　嘉屋会長 来賓のみなさま
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令和４年度「定時総会」

◆会長・副会長

◆新しく就任された常務理事・理事・監事

嘉屋　幸浩 会長

北原　良紀 常務理事

細田　洋介 理事

四宮　繁 副会長

喜多　伸行 理事

吉村　仁志 監事

畑山　浩二 副会長（新任）

廣部　修平 理事
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■ 2022年　前期の事業の主なもの ■

■ 研修等の事業 ■

2022 年　前期の事業の主なもの

令和３年度　経営者研修会
日　時：2 月 18 日（金）13：00 ～ 14：30
場　所：ZOOM を利用した WEB 研修会
出席者：申込者 21 名、当日参加 18 名
講　演：「建設業界における SDGs と ESG 経営の動向と実践事例」
　　　　講師：㈱クラーク総研　代表取締役社長　　前田　正秀 氏
要　旨：持続可能な開発目標とした世界的に取り組みが進んで SDGs と企業投資の新しい基準として

注目されている ESG に関して判りやすく説明するほか、中小の造園会社における SDGs の
取り組み事例や中小企業で活用できる支援・助成金などについて、ご講演いただいた。

≪講演ポイント≫
１　日本が抱える課題・世界が抱える課題
２　建設業界と造園業界のこれから
３　SDGs・ESG 経営における造園業界の取り組み事例
４　SDGs・ESG 経営のまとめ・経営者がすべきこと
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2022 年　前期の事業の主なもの

令和３年度　造園技術講演会 
日　　時：3 月 4 日（金）13：30 ～
場　　所：ZOOM を利用した WEB 講演会（配信場所：札幌国際ビル 8 階貸会議室・北 4 西 4）
委託業者：㈱東宣北海道
参 加 者：申込者 107 名、当日参加 87 名　※造園 CPD 受付 40 名

【第 1 部】　13：40 ～ 15：00
演題：「北の国の観光と生活への新時代の『造園技術』」

講　師：進士　五十八 氏（福井県立大学長／東京農業大学名誉教授・元学長）
要　旨：なかなか after コロナにならないようだが、私たち人間は with コロナどころか、今後 with

ネーチャーで、自然共生を目指すべき環境市民社会は「グリーンエコライフ」を基調とした
生き方をしなければならない。と同時に、特に観光立国を主導すべき北の国にあって「造園
修景（ランドスケープ）」の役割は極めて大きい。新しい社会で人々は、園芸福祉、環境福祉、
文化福祉、市民福祉、高齢者福祉など多様なアプローチで Happy Life を求める。
その場と機会とサービスを提供するハード・ソフトのすべてのスキルを私は改めて「新時代
の造園技術」と呼びたい。

配信の様子
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2022 年　前期の事業の主なもの

【第 2 部】　15：20 ～ 16：40
演題：「花のまち恵庭とガーデンフェスタ北海道 2022 について」

講　師：≪行政編≫上山　謙太郎 氏（恵庭市経済部全国都市緑化北海道フェア推進室主査）
要　旨：花のまちとして全道、全国に知られるようになった恵庭市。市民主導で始まった恵庭の花の

まちづくりの歴史と行政のかかわり、その集大成ともいえる花の拠点（はなふる）の整備及
び「はなふる」をメイン会場として、本年 6 月から開催されるガーデンフェスタ北海道 2022（第
39 回全国都市緑化北海道フェア）について、行政側の視点から紹介いたします。

講　師：≪施工編≫土谷　美紀 氏
　　　　（㈱サンガーデン取締役／恵庭市フラワーマスター協議会事務局長）
要　旨：2020 年 11 月 11 日オープンした、「はなふる」は道の駅・直売所「かのな」・ホテルなどを

要する都市公園です。その中にある広場とガーデンエリアの設計施工に関わりました。道内
のガーデナーがそれぞれ違うコンセプトで作ったガーデンの紹介と施工秘話。花のまち「え
にわ」のこれからを作る場として、歩き出した「はなふる」の画像を見ながら解説します。
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2022 年　前期の事業の主なもの

令和 3 年度　《人材育成事業》若手（新入）社員研修会
日　時：4 月 20 日（水）～ 22 日（金）通い 3 日間
場　所：札幌コンベンションセンター（東札幌 6 条 1 丁目 1-1）
参加者：8 社より 18 名
委託先：㈱クラーク総研
テーマ：（1）建設業社員としての心構えと基本を再確認する。

①　建設業社員としての心構え
②　建設業界の基本（特にあいさつ・5S・報連相打確）

（2）建設現場における若手技術者の基本技術を習得する。
①　建設業界・建設現場に求められる若手技術者としての基本を学ぶ
②　現場施工に関する基本技術「測量・図面・写真等」を学ぶ
③　現場における安全（労働災害等を含む）の基本と現場事例を通して学ぶ

≪講義内容≫
【１日目】 ・講　　義　　１「建設業社員としての心構え」

・トレーニング１「若手技術者に求められる基本動作」
・講　　義　　２「建設現場における基本、仕事の流れ」
・講　　義　　３「若手技術者に求められる基本技術」

【2 日目】 ・トレーニング２「測量機器の取り扱い・すえ方・読み方」
・トレーニング３「水準測量・光波測量」
・講　　義　　４「丁張の基本」

【3 日目】 ・トレーニング４「現場の安全トレーニング」
・講義＆トレーニング「若手技術者に求められる基本技術＜実務編＞」

講義の様子挨拶　嘉屋会長
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2022 年　前期の事業の主なもの

社員基本動作トレーニングの様子講義の様子

屋外トレーニングの様子

トレーニング4　「丁張の基本」

屋外トレーニングの様子

修了書授与

参加者全員で集合写真
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2022 年　前期の事業の主なもの

■ 普及啓発等の事業 ■

緑麗会（女性部会）　大通花壇造成
≪春花壇造成≫
日　時：4 月 26 日（火）9：00 ～ 13：30
場　所：大通公園 7 丁目・南東花壇
参加者：計 9 名（のべ人数）

造園業界と業界で活躍する女性の PR のため、「造園業界の女性だけで作る花壇」（ボランティア花
壇）を出展。

風が強く寒い日でしたが、春花壇を造成しました。枕木の設置時に、髙島造園さんの男性職員の方々
にお手伝いを頂き、大変助かりました。ありがとうございました。

パンジーの黄色が鮮やかな花壇が完成しました！花苗がまだ小さい物もあるので…
ＧＷ頃が見ごろでしょうか、生長してから見に行くのが楽しみです。

枕木の設置 枕木の設置

花苗植え（午後の部）花苗植え（午前の部）

花壇の床づくり

もうすぐ完成です

参加者で集合写真
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2022 年　前期の事業の主なもの

≪夏花壇造成≫
日　時：6 月 28 日（火）9：00 ～ 11：45
場　所：大通公園 7 丁目・南東花壇
参加者：計 8 名（のべ人数）

今回は日程が合わずに、花フェスタ開催中の造成作業となりました。花苗の販売テントも出ていて、
たくさんのお客様が足を運んでいました。

植栽の様子を見ていらっしゃったり、花の種類など質問される方もいて、お花好きな一般の方々と、
多少ですが交流しながらの作業になりました。開催中、たくさんのお客様に観て頂けると嬉しいです。

途中、雨が降り出してきたので、大急ぎで作業を終わらせました。

春花壇の花苗撤去 クワで土おこし

花苗植え
だいぶ出来上がってきました花苗植え

マーカーに沿って花苗の位置決め

花苗植え
雨も降りだして…急いで作業中

完成花壇
（雨が降ってきたので、参加者集合写真が撮れませんでした、ごめんなさい）
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第４回フォトコンテスト審査結果
北海道内で『街路樹』が作る美しい街並みや景観を写真に収める「第 4 回北海道みどりの景観フォ

トコンテスト」を実施した結果、179 点の作品が集まり審査のうえ、特賞 1 点、入賞 5 点、佳作 5 点
が選ばれました。

なお、入選作品は当協会のホームページでも公開中です！是非ご覧ください。
北造協ホームページ　⇒　http://www.hokuzoukyou.or.jp/

2022 年　前期の事業の主なもの

■ 特賞
カラフルトンネル
山内　佳子さん
紅葉の季節はカラフルな
トンネルの様です。
撮影場所：札幌市南区真駒内

■ 入賞
優雅な春の一コマ。
及川　怜聖さん
撮影場所：浦河町

■ 入賞
トナカイのソリを
探して
菊地　絵美さん
撮影場所：北海道札幌市
北区あいの里

■ 入賞
桜に胸躍らせて
藤井　聡美さん
撮影場所：浦河郡浦河町
優駿さくらロード
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■ 佳作
ふれあい
ロード
滝口　和宏さん
撮影場所：
北見市緑町

■ 入賞
スタート
堤　彩香さん
撮影場所：函館
桜が丘通り

■ 佳作
夜のイチョウ
並木
郡　隆宏さん
撮影場所：
岩見沢市栗沢町

■ 入賞
輝き続けて
谷口　健太さん
撮影場所：深川市

2022 年　前期の事業の主なもの

■ 佳作
厳寒のシラカバ街道
池端　清美さん
撮影場所：美幌町

■ 佳作
きっといい日に
門　淳志さん
撮影場所：帯広市公園東通

■ 佳作
街路樹が作り出す鮮やかな彩り
赤坂　雄一さん
撮影場所：音更町むつみアメニティパーク
周辺の銀杏並木
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2022 年　前期の事業の主なもの

「庭園出展コンテスト」に出展・銀賞を受賞
　第 39 回全国都市緑化北海道フェア「庭園出展コンテス
ト」に北造協として出展し、若手経営研修会・緑麗会の
両幹事会合同で、デザイン～施工までを行いました。

【花壇出展デザイン企画会議】
開催日：令和 3 年 7 月 20 日、11 月 5 日、12 月 27 日

令和 4 年 1 月 28 日、2 月 4 日、2 月 17 日、
3 月 7 日、3 月 14 日（8 回開催）

場　所：太平洋興発ビル 6 階　会議室

【花壇造成】
日　時：1 期工事（5/19 ～ 5/21）、2 期工事（6/2 ～ 6/4）
場　所：恵庭はなふる（かわまちエリア・北造協出展花壇）
テーマ：「つなぐ“道”」

北造協のコンセプトを基に、北海道のみどり豊
かで快適かつ安全な環境作りの推進に寄与し、
現代を生きる私達の為だけではなく未来へと伝
承する、人と自然・現代から未来へ繋げていく
私達の役割を“道”に例えている。 １期工事（基礎工事）の様子

２期工事（植栽）の様子

１期工事（基礎工事）の様子

２期工事（植栽）の様子

北造協　出展庭園「つなぐ“道”」【庭園出展コンテスト：銀賞 受賞】

■ ガーデンフェスタ北海道2022　関係事業 ■
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2022 年　前期の事業の主なもの

「スポット会場（大通公園）」花壇出展（札幌支部）
　札幌市より第 39 回全国都市緑化北海道フェア「スポット会場（大通公園）」花壇出展について、札
幌市建設局みどりの推進部からの協力願いがあり、当協会の方針である「ネットワークづくり」、「知
識と技術の普及」、「技術の伝承と調査研究」に合致することから支援するものであり、市民・札幌市・
当協会札幌支部の 3 者が協力して、花壇出展したものである。

企画メンバー：熊木真智恵 講師（グリーンアドバイザー）、市民ボランティア 3 名、
　　　　　　　札幌市みどりの管理担当部 3 名、北造協札幌支部会員 3 名　計 10 名

【スポット会場（大通公園）花壇出展デザイン企画会議】
開催日：3 月 10 日、17 日、25 日、31 日（4 回開催）
場　所：太平洋興発ビル 6 階　会議室

会議の様子

花壇のデザイン・企画書

会議の様子

0m 1m 2m 5m

Ｎ S=1/50

6,000

1

2

3

4

5

6
7

8

9
10

11
12

13

14 15

16 17181920

21

22

23

no. 面積 株数（36ｐ/㎡）

1 0.8 29

2 1.2 43

3 1.2 43

4 0.8 29

5 0.4 14

6 1.9 68 ミューレンベルギア・カピラリス+アスチルベ赤またはダークピンク

7 1.8 65

8 1.6 58 カラマグロスティス’オーバーダム’+リアトリススカリオサ’アルバ）

9 0.8 29

10 0.7 25

11 0.7 25

12 0.6 22

13 0.8 29

14 0.5 18

15 0.9 32

16 0.8 29

17 1.3 47 スティパ’ポニーテールズ’+アリウム（丹頂またはサマービューティー）

18 0.9 32

19 0.6 22

20 0.3 11

21 0.4 14

22 0.6 22 エキナケア・プレイリースプレンダー（またはファタルアクション）

23 0.9 32

合計 20.5 738

ジニアプロフュージョン

サルビアネモローサ’カラドンナ’

パープルファウンテングラス

ヒューケラ銅葉+ガウラ白花

ベロニカ低性+カラミンサネペタ

ミントMIX+ストロベリーフィールド

ネペタファッセニー’ブルーワンダー’

大通西2丁目円形花壇　植栽一覧

ミューレンベルギア・カピラリス+メリニス・サバンナ

エレンジウム

オレガノ・ゴールデン

写真 品種名

ラムズイヤー

ユーカリ’グニー’+ジニア高性

スティパ’エンジェルヘアー’

ヒューケラ・キャラメル系+千日紅白花

タイム・ロンギカウリス+コモンタイム

カモミールMIX（ローマン、ジャーマン、ダブルフラワー）

チョコレートコスモス+ラベンダー（ブルーセントアーリーまたはグロッソ）

バーベナボナリエンシス

フェスツカ・グラウカ
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【花壇造成】
日　時：5 月 23 日（月）9：30 ～
場　所：大通公園 2 丁目西側・円形花壇
テーマ：「そよ風のおくりもの」

花壇の床づくり 花苗の種類を確認

2022 年　前期の事業の主なもの

花苗の植栽作業

参加者の皆さま

花苗の植栽作業

花壇全体写真
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2022 年　前期の事業の主なもの

「スポット会場（大通公園）」花壇 寄付感謝状 贈呈式（札幌支部）
　第 39 回全国都市緑化北海道フェア協賛事業に花壇を寄付し、札幌市から感謝状を受けました。
日　時：6 月 16 日（木）11：00 ～
場　所：札幌市役所６階　建設局長室
贈呈者：天野局長

花苗も育ち、きれいな花壇になりました。
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2022 年　前期の事業の主なもの（関係団体）

■ 2022年　前期の事業の主なもの（関係団体）■

令和４年　合同安全大会・安全標語の入選作品について（北海道造園緑化関係団体連絡協議会）

3 月 24 日（木）開催予定でした「合同安全大会」は新型コロナウイルス「オミクロン株」感染症
による「まん延防止等重点措置」の状況を踏まえ、中止とし安全標語の募集のみ行いました。

令和 4 年の安全標語入選作品は、288 点（22 社 132 名）の応募作品の中から、選考委員会の厳選な
る審査の結果、下記のとおり決定いたしました。

安全標語入選作（応募件数：288 件）
賞 入　選　作　品 会　社　名 氏　名

最優秀賞 あなたが気づいた危険箇所　
迅速丁寧共有化　他者にまかせず即改善 雪印種苗㈱ 菊 池 重 成 氏

優 秀 賞
同じ作業は一度もない　

初心に帰って安全確認
みんなの意識で助かる命

㈱ニットメンテナンス 小笠原　　　孟　氏

優 秀 賞
心も着衣も乱さずに　

現場も社内も身だしなみ
きちんと行い安全作業

㈱四宮造園 工 藤 勇 仁 氏

優 秀 賞 同じ作業も　違う視点で　新たな発見
見直し作業で　安全職場 ㈱森造園 森 　 正 勝 氏

佳　 作 入選数：10件



19

令和４年春の叙勲において「旭日中綬章」を受章

　当協会顧問の弁護士 三木正俊先生が、令和 4 年春の叙勲にお
いて「旭日中綬章」を受章されました。
　旭日中綬章は、日本の勲章の一つで、国や公共に対する功績を
称える勲章「旭日章」のうち、旭日大綬章、旭日重光章に次ぐ上
位の章であり、社会の様々な分野における功績の内容に着目し、
顕著な功績を挙げた人に対し授与されるものです。

受　章：旭日中綬章《弁護士功労》
受章者：（一社）北海道造園緑化建設業協会　
　　　　顧問　三木　正俊 氏（三木・佐々木法律事務所 弁護士）

令和４年春の叙勲において
「旭日中綬章」を受章

三木　正俊 氏

（一社）北海道造園緑化建設業協会 顧問　三木　正俊 氏のご紹介
　三木氏は、一橋大学卒業後、昭和 56 年 4 月、東京弁護士会に弁護士登録、昭和 60 年
に札幌弁護士会に登録換、平成 20 年度に札幌弁護士会会長に就任し、会員が安心して刑
事弁護活動に励めるよう、研修や経済的支援の充実に奔走されました。
　平成 23 年度には日本弁護連合会副会長に就任、死刑廃止について社会的な議論を呼び
かける「高松宣言」の採択に尽力されました。
　この問題は、弁護士会の会員間でも意見が分かれるような難しい問題で有りましたが、
死刑は命を奪う刑罰であり、議論を避けるのは許されないという信念から、会員に対し
て説明を尽くし宣言に結び付けました。
　また、弁護士の仕事は、依頼者の人生を大きく左右する仕事という自負から、経験を
積まれた今日も決して手間をいとわず、一つ一つの事件に誠実に向き合うという強い信
念を貫き、職務に当たられています。

　北造協との関係では、平成 11 年 6 月に北造協の前身である（社）北海道造園建設業協会 
監事、平成 16 年 3 月の 3 団体統合後の（社）北海道造園緑化建設業協会 監事、平成 28 年
7 月から（一社）北海道造園緑化建設業協会 顧問に就任し、現在に至っています。
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コラム：弁護士自治と我が弁護士活動

（一社）北海道造園緑化建設業協会　顧問
三 木 正 俊

令和 4 年春の叙勲において旭日中綬章を拝受いたしましたことから、広報誌「みどり」に寄稿させ

ていただくこととなりました。このような機会を与えてくださった北海道造園緑化建設業協会様のご

配慮に感謝致します。ご要望をいただきましたので、弁護士活動を少しく振り返ってみたいと思います。

弁護士自治と弁護士の独立性

私は、弁護士登録以来、弁護士自治を護ること、弁護士自治の理念に従った活動をすることを基本

原則としてきました。弁護士自治とは、弁護士が弁護士会に加入しなければ業務を行うことができな

いという強制加入を前提とし、弁護士会が弁護士に対する資格審査や懲戒権を独占し、公権力からの

指導監督を受けないという、弁護士の独立性を確保するための制度です。

弁護士は、刑事弁護活動であれば国家の訴追権と厳しく対決することとなります。行政訴訟では違

法な行政行為の取消を求め争います。このような事件における対戦相手から行政上の監督を受けると

なると争う姿勢に影響が出る恐れがあり、そのようなことがあれば望ましくないことは明らかです。

このように弁護士自治とは、日本国憲法制定に伴い、基本的人権が実質的に保障されるためには、

人権擁護と社会正義の実現を使命とする弁護士が公権力から独立し、その使命を貫徹できるシステム

とする必要があるという認識の下に制度化されたもので、基本的人権尊重主義から必然的に導かれる

制度です。

公権力からの独立性が確保されるだけではなく、弁護士は、社会的権力や社会的勢力からの独立性

も要求されています。すなわち、弁護士活動は、公権力からの統制を受けないのみならず、社会的な

権力にも不当に影響されることなく、法と良心に従って、独立した判断で遂行されるべきものであり、

そうでなければ依頼者の権利・利益の擁護を通じて社会正義を実現するという弁護士の使命が果たせ

ないことになると考えられるからです。

私は、弁護士自治を意識し、弁護士の独立性を大切にしてきました。権力・権威による不正は許さ

ないという姿勢を保持してきました。従って、同じ訴訟事件でも、行政訴訟（税務訴訟）で勝利した

ときは心の底からの喜びがありました。整理回収機構との訴訟で実質的に勝利の和解が成立したとき

も大きな達成感を感じました。

弁護士自治と我が弁護士活動
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コラム：弁護士自治と我が弁護士活動

要するに権力ないし権威の間違いを司法の力で是正するのが弁護士として最もやりがいを感じる場

面であると思っています。

弁護士会活動

私は、昭和 56 年 4 月東京弁護士会に弁護士登録し、4 年後に登録換えにより札幌弁護士会に入会

しました。弁護士会の活動は、東京でも行っていましたが、札幌弁護士会に所属してから、特に平成

10 年度副会長を務めてから、本格的になりました。

弁護士は基本的人権の擁護と社会正義の実現を使命とし（弁護士法第 1 条第 1 項）、その使命に基

づき誠実に職務を行い、法律制度の改善に努力することが求められています（弁護士法第 1 条第 2 項）。

この弁護士に求められている使命を実現するには個々の業務も大切ですが、弁護士個人の活動には限

界がありますので、弁護士会としての活動を通して、その使命を実現することも求められています。

私が弁護士会の活動を大切にしてきたのは、弁護士の使命からの必然であるということになります。

札幌弁護士会の副会長を退任した後は、高齢者・障害者支援委員会など各種委員会の委員長を務め、

経験を積みました。

その上で平成 20 年度には札幌弁護士会会長として、特に若手弁護士の人権擁護活動に対する経済

的支援に取り組み、引き続き平成 21 年度には北海道弁護士会連合会理事長として、弁護士過疎対策

に尽力しました。

そして平成 23 年度には日本弁護士連合会副会長として、「罪を犯した人の社会復帰のための施策の

確立を求め、死刑廃止についての全社会的議論を呼びかける宣言」（高松宣言）の人権擁護大会での

採択に尽力しました。

この高松宣言が、平成 28 年度の「死刑制度の廃止を含む刑罰制度全体の改革を求める宣言」（福井

宣言）へと結実したと考えています。

日本の弁護士制度についてご理解を深めていただければという思いで、弁護士自治を解説しながら

私の弁護士活動を駆け足で振り返らせていただきました。説明が至らず、お分かりづらいところもあ

りますことご容赦願います。

結びになりますが、北海道造園緑化建設業協会様には長きにわたり顧問弁護士のご指名をいただい

ていることに感謝申し上げ筆をおきたいと思います。ありがとうございました。
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札幌市 第 67 回「大通公園花壇コンクール」

㈱横山造園 ㈱佐藤萬香園

㈱北海道造園コンサルタント

札幌市 第67回「大通公園花壇コンクール」
　札幌大通公園夏の風物詩、花壇コンクールが札幌市花壇推進組合によって行われました。
　昭和 29 年（1954 年）に「札幌市花壇推進組合」が結成され、この年より花壇コンクールが始まり、
今年で 67 回を迎えました。審査の基準は、配色や花苗の使い方、デザイン、生育状態や花と緑の調
和などで慎重に審査されました。入賞された皆様に心からお祝いを申し上げます。
審 査 日：6 月 25 日（土）
開催場所：大通公園（札幌市中央区大通公園西 1 丁目～ 7 丁目）
主 催 者：札幌市花壇推進組合
参加花壇：37 社

札幌市長賞

◆ 札幌市長賞の各テーマ
・㈱横山造園；ゆらぎの海〜流れゆくもの、

寄せくるもの〜
・㈱佐藤萬香園；しあわせな時間
・㈱北海道造園コンサルタント；

花の島コンサル

札幌市議会議長賞

㈱蔵田喜芳園
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札幌市 第 67 回「大通公園花壇コンクール」

努力賞

札幌市花壇推進組合長賞 札幌市都市緑化基金賞

雪印種苗㈱ ㈱日本庭園

㈱園建マルミプラス㈱

㈱四宮造園 ㈱市川造園

㈱岩本石庭 ㈱南香園
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札幌市 第 67 回「大通公園花壇コンクール」

審査員長賞

㈱真栄造園土木㈱サンコー緑化

㈱細田造園

北方緑化工業㈱ ㈱エムジーエス（会員外）
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協会の動き

1 月

14 日　札幌支部　第 1 回事業委員会　

※ WEB 開催

17 日　第 2 回事業推進委員会　※ WEB 開催

17 日　第 2 回植生技術委員会

21 日　合同安全大会幹事会（北海道造園緑化

関係団体連絡協議会）※ WEB 開催

24 日　第 1 回企画調整会議　※ WEB 開催

28 日　第 4 回若手経営幹部・緑麗会合同会議

2 月

4 日　第 5 回若手経営幹部・緑麗会合同会議

17 日　第 6 回若手経営幹部・緑麗会合同会議

18 日　令和 3 年度経営者研修会　※ WEB 開催

25 日　造園技術講演会オンラインリハーサル

（事業委員会）

3 月

2 日　第 2 回正副会長会議

3 日　第 2 回企画調整会議　※ WEB 開催

4日　令和3年度造園技術講演会　※WEB開催

7 日　第 7 回若手経営幹部・緑麗会合同会議

10 日　札幌支部　第 1 回スポット会場（大通

公園）花壇出展デザイン企画会議

14 日　第 8 回若手経営幹部・緑麗会合同会議

17 日　札幌支部　第 2 回スポット会場（大通

公園）花壇出展デザイン企画会議

19 日　自民道連選挙対策本部・各種団体協議

会合同会議

22 日　第 3 回理事会　※ WEB 開催

25 日　札幌支部　第 3 回スポット会場（大通

公園）花壇出展デザイン企画会議

31 日　札幌支部　第 4 回スポット会場（大通

公園）花壇出展デザイン企画会議

4 月

12 日　札幌支部　総務・事業　合同委員会　

※ WEB 開催

20 日　札幌支部　第 1 回幹事会　※ WEB 開催

20 ～ 22 日　《人材育成事業》若手（新入）社

員研修会

22 日　第 1 回理事会　※ WEB 開催

26 日　緑麗会　春花壇造成

26 日　第 1 回植生技術委員会

5 月

13 日　札幌支部　令和 4 年度定期総会

13 日　札幌支部　第 2 回幹事会

13 日　令和 4 年度定時総会

13 日　第 2 回理事会

19 ～ 21 日　ガーデンフェスタ北海道 2022　庭

園出展（第 1 期工事）

23 日　札幌支部　ガーデンフェスタ北海道

2022　スポット会場（大通公園）花壇

造成

30 日　官庁挨拶（北海道開発局、札幌開発建

設部、空知総合振興局札幌建設管理部、

道庁本庁舎）

6 月

2 ～ 4 日　ガーデンフェスタ北海道 2022　庭園

出展（第 2 期工事）

7 日　第 1 回事業推進委員会

7 日　札幌支部　第 3 回幹事会

15 日　第 3 回理事会　※書面表決

15 日　第 2 回事業推進委員会　※ WEB 開催

16 日　札幌支部　花壇寄付感謝状 贈呈式

24 日　第 58 回北海道建設業労働災害防止大会

28 日　緑麗会　夏花壇造成

29 日　第 1 回総務委員会　※ WEB 開催

29 日　札幌支部　第 1 回総務委員会

協会の動き　2022 年 1 月～ 6 月
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　　会 社 名 代表者名 郵便番号 　　　　　　住　　所 　　ＴＥＬ

　【札幌地区】46社
㈱ 有 末 造 園 金子　光男 〒003-0822 札幌市白石区菊水元町2条5丁目3番1号 （011）871-2101
アルファ電建㈱ 大川　澄雄 〒007-0844 札幌市東区北44条東13丁目2番5号KS44 （011）741-8611
㈱ 市 川 造 園 市川　秀一 〒007-0874 札幌市東区伏古14条3丁目13番10号 （011）783-5411
㈱岩崎造園土木 西村　卓也 〒007-0894 札幌市東区中沼西4条1丁目3番12号 （011）790-4577
㈱ 岩 本 石 庭 岩本　任功 〒005-0003 札幌市南区澄川3条2丁目5番7号 ブルークビル3F （011）833-5128
㈱ 園 建 嘉屋　幸浩 〒004-0042 札幌市厚別区大谷地西6丁目2番3号 （011）891-7111
㈱蔵田喜芳園 嘉屋　幸治 〒004-0878 札幌市清田区平岡8条1丁目13番23号 （011）886-8235
㈱グリーンメイクハラダ 則包　幸男 〒007-0827 札幌市東区東雁来7条2丁目12番12号 （011）783-4500
㈱ コ ク サ ク 早坂　有生 〒062-0052 札幌市豊平区月寒東2条16丁目1番89号 （011）851-2111
㈱札幌ニット 武田　　久 〒003-0024 札幌市白石区本郷通4丁目南2番9号 （011）864-3477
㈱ 札 幌 緑 興 梶野　陽一 〒004-0002 札幌市厚別区厚別東2条3丁目1番5号 （011）898-1051
㈱佐藤萬香園 佐藤　伸一 〒001-0024 札幌市北区北24条西15丁目1番7号 （011）726-2930
㈱サンコー緑化 佐々木一敏 〒003-0828 札幌市白石区菊水元町8条1丁目8番21号 （011）875-1608
㈱ 四 宮 造 園 四宮　　繁 〒004-0022 札幌市厚別区厚別南3丁目2番25号 （011）892-0881
㈱ 集 楽 園 小玉三智子 〒005-0801 札幌市南区川沿1条5丁目1番15号 （011）571-8897
㈱ 真 栄 造 園 池田　智仁 〒004-0839 札幌市清田区真栄487番地 （011）881-3475
㈱真栄緑化土木 橋本　　悟 〒004-0831 札幌市清田区真栄1条1丁目15番11号 （011）881-8951
㈱スペース・デザイン工業 高橋　宏明 〒006-0034 札幌市手稲区稲穂4条5丁目6番12号 （011）684-1657
㈱高島造園工業 髙島　　緑 〒004-0812 札幌市清田区美しが丘2条4丁目17番20号 （011）881-2975
㈱ 髙 重 造 園 佐和田　匠 〒064-0806 札幌市中央区南6条西26丁目4番1号 （011）551-1765
㈲タモリ建商 田森　征詔 〒062-0033 札幌市豊平区西岡3条10丁目1番20号 （011）855-0866
道 央 緑 化 ㈱ 星野　　智 〒002-0854 札幌市北区屯田4条8丁目6番34号 （011）773-0686
㈱道建緑化工業 川口　　敦 〒064-0925 札幌市中央区南25条西11丁目1番12号 （011）531-0166
㈱ 南 香 園 廣部　修平 〒060-0011 札幌市中央区北11条西15丁目1番52号 （011）747-9266
㈱ニットメンテナンス 川村　光徳 〒003-0023 札幌市白石区南郷通4丁目北4番20号 （011）863-6870
日本体育施設㈱北海道営業所 甲斐　　聖 〒063-0006 札幌市西区山の手6条7丁目2番17号 （011）614-1321
㈱ 日 本 庭 園 伊藤　哲弥 〒006-0819 札幌市手稲区前田9条11丁目5番30号 （011）684-2458
日本縁化工㈱ 畑山　浩二 〒002-8028 札幌市北区篠路8条5丁目2番1号 （011）775-3200
㈱ 平 野 造 園 平野　一美 〒003-0027 札幌市白石区本通7丁目北1番23号 （011）863-2384
㈱ 細 田 造 園 細田　洋介 〒005-0841 札幌市南区石山1条7丁目1番14号 （011）591-3041
北海道秋山造園㈱ 目黒　　忠 〒007-0837 札幌市東区北37条東16丁目3番1号 （011）785-6115
㈱北海道造園コンサルタン卜 荻野　和彦 〒004-0022 札幌市厚別区厚別南3丁目2番24号 （011）887-9091
北海道三祐㈱ 笹浪　圭吾 〒002-0856 札幌市北区屯田6条8丁目9番12号 （011）773-5121
北 海 日 植 ㈱ 吉村　仁志 〒001-0023 札幌市北区北23条西7丁目1番33号北海NISSHOKUビル （011）707-6201
北方縁化工業㈱ 鎌田　　浩 〒062-0934 札幌市豊平区平岸4条3丁目6番5号 （011）811-3897
㈱ 真 鍋 造 園 真鍋　昌市 〒062-0020 札幌市豊平区月寒中央通6丁目2番16号 （011）851-8028
マルミプラス㈱ 刈田　晋弥 〒002-8023 札幌市北区篠路3条7丁目5番14号 （011）771-2438
㈱ 森 造 園 森　　正光 〒062-0052 札幌市豊平区月寒東2条20丁目8番5号 （011）851-8534
㈱森造園土木 斉藤　　靖 〒005-0842 札幌市南区石山2条9丁目5番7号 （011）591-8435
㈱山吉髙島造園 髙島　利夫 〒007-0867 札幌市東区伏古7条2丁目3番16号 （011）781-2235

一般社団法人　北海道造園緑化建設業協会会員
正会員 74社（令和4年7月1日現在）
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　　会 社 名 代表者名 郵便番号 　　　　　　住　　所 　　ＴＥＬ

㈱ 湯 川 造 園 湯川　　淳 〒004-0842 札幌市清田区清田2条2丁目14番37号 （011）884-7071
雪 印 種 苗 ㈱ 高山　光男 〒004-8531 札幌市厚別区上野幌1条5丁目1番8号 （011）891-5691
横浜植木㈱北海道支店 喜多　伸行 〒003-0029 札幌市白石区平和通14丁目北2番16号 （011）862-3561
㈱ 横 山 造 園 小華和　坦 〒063-0826 札幌市西区発寒6条5丁目5番3号 （011）661-6283
緑化デザイン㈱ 小林　勝美 〒065-0043 札幌市東区苗穂町4丁目1番8号 （011）741-5076
ロンタイ㈱札幌支店 小林　健嗣 〒062-0932 札幌市豊平区平岸2条4丁目4番2号 （011）823-5780

【空知地区】（3社）
㈱ 藤 樹 園 斉藤　　靖 〒073-0405 歌志内市字神威140番地 （0125）42-2239
㈱北海道アトリウム 工藤　克彦 〒079-0313 空知郡奈井江町字奈井江町171番地35 （0125）65-5707
馬 淵 建 設 ㈱ 久保　　隆 〒068-0833 岩見沢市志文町966番地15 （0126）25-6400

【後志地区】（2社）
㈱阿部新香園 阿部　哲也 〒048-2671 小樽市オタモイ3丁目1番1号 （0134）26-2537
㈱ 宝 樹 造 園 三栖　裕司 〒048-2672 小樽市塩谷4丁目13番地 （0134）26-0488

【日胆地区】（5社）
㈱ 金 谷 造 園 金谷　泰央 〒059-1741 勇払郡厚真町字上厚真219番地4 （0145）28-2537
景 観 緑 化 ㈱ 宮㟢　洋二 〒053-0054 苫小牧市明野新町3丁目7番2号 （0144）55-4165
㈱道南レミック 廣澤　　隆 〒053-0052 苫小牧市新開町3丁目4番3号 （0144）82-8661
長 岡 造 園 ㈱ 長岡　直人 〒053-0055 苫小牧市新明町5丁目29番9号 （0144）55-2736
緑 豊 建 設 ㈱ 矢部　　繁 〒053-0021 苫小牧市若草町1丁目2番7号 （0144）32-7765

【道北地区】（3社）
㈱石田兼松八興建設 石田　一彦 〒070-0810 旭川市本町2丁目437番地119 （0166）51-3211
北海道グリーン工業㈱ 福地　弘明 〒079-8416 旭川市永山6条1丁目2番19号 （0166）22-6850
㈱ 緑 土 興 産 坂尻　隆則 〒071-8121 旭川市末広東1条7丁目7番9号 （0166）57-7620

【オホーツク地区】（5社）
㈱ 遠 藤 遠藤登志子 〒091-0004 北見市留辺蘂町上町134番地 （0157）42-3508
㈱ 高 木 園 芸 高木　和明 〒099-1586 北見市広郷1136番地3 （0157）39-3224
㈱ タ ナ カ 田中　勝則 〒093-0042 網走市潮見2丁目15番1号 （0152）44-4353
㈱ 緑 翔 井上　宏樹 〒099-1587 北見市豊地22番11号（工業団地） （0157）66-1030
㈱ 緑 進 田中　伸宏 〒090-0058 北見市高栄西町9丁目1番18号 （0157）61-0195

【十勝地区】（5社）
㈱ 阿 部 造 園 阿部　英輝 〒080-0141 河東郡音更町宝来北1条2丁目2番地 （0155）31-2350
㈱ イ ノ タ 二 猪谷　直樹 〒080-0015 帯広市西5条南30丁目13番地 （0155）24-3073
㈱ 梶 尾 花 園 梶尾　　求 〒080-0033 帯広市西3条北1丁目13番地 （0155）24-0505
㈱ ケ イ セ イ 佐野　公彦 〒080-0805 帯広市東5条南7丁目1番地3 （0155）22-7115
㈱真鍋庭園緑化 真鍋憲太郎 〒080-0832 帯広市稲田町東2線6番地 （0155）48-2120
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　　会 社 名 代表者名 郵便番号 　　　　　　住　　所 　　ＴＥＬ

【釧路地区】（5社）
㈱アヤメ緑化工業 菖蒲　哲也 〒086-1127 標津郡中標津町西7条北4丁目1番地5 （0153）72-8535
大友造園建設㈱ 大友　　淳 〒084-0917 釧路市大楽毛4丁目3番4号 （0154）57-8226
㈱ 篠 原 園 芸 篠原　恒也 〒085-0038 釧路市花園町5番4号 （0154）22-3230
㈲摩周植物園 古瀬　廣幾 〒088-3202 川上郡弟子屈町鈴蘭2丁目4番3号 （0154）82-2406
㈱ヨシダ造園緑化 吉田　英司 〒085-0814 釧路市緑ヶ岡2丁目36番15号 （0154）42-5270

【特別会員】（7社）
㈱アイティエス札幌事業所 河原　健光 〒064-0925 札幌市中央区南25条西12丁目3番23号 （011）520-6800
カネコ種苗㈱札幌支店 石坂　伸彦 〒003-0030 札幌市白石区流通センター 1丁目2番15号 （011）861-5659
㈱共成レンテム営業本部 堀　　一敏 〒064-0809 札幌市中央区南9条西11丁目 きだパレス2階 （011）883-8283
正 栄 機 工 ㈱ 及川　　泉 〒065-0024 札幌市東区北24条東16丁目1番6号 （011）785-8111
㈱ 高 倉 遠藤　友二 〒064-0809 札幌市中央区南9条西8丁目2番33号 （011）511-3026
ハスクバーナ・ゼノア㈱北海道支店 木寺　　隆 〒007-0827 札幌市東区東雁来7条2丁目12番5号 （011）594-8878
前田工繊㈱札幌支店 吉田　浩一 〒065-0019 札幌市東区北19条東4丁目2番10号 （011）733-3360

【賛助会員】（7社）
㈱建築資料研究社北海道支店 小路口　隆 〒060-0032 札幌市中央区北2条東4丁目 札幌ファクトリー三条館4階 （011）251-6010
下 村 太 郎 〒059-1275 苫小牧市錦岡813番地 （0144）68-6320
㈱トータルネットワーク 小島　恭平 〒060-0033 札幌市中央区北3条東3丁目1番30号 KNビル3階 （011）222-2155
㈲ナベックス 渡辺　良彦 〒069-0861 江別市大麻北町518番地78 （011）386-4409
㈱日産フィナンシャルサービス 内村　直友 〒060-0042 札幌市中央区大通西6丁目10番地 大通公園ビル4階 （011）796-5523
北海道日産自動車㈱ 原田彦エ門 〒065-0019 札幌市東区北19条東1丁目2番20号 （011）351-4123
山 下 裕 司 〒007-0895 札幌市東区中沼西5条1丁目5番15号 （011）555-9744



①　テーマ

北海道内で街路樹（街路に沿って列植されている樹木。〈庭園〉や〈自然景観〉は対象外。）が

作る美しい街並みや景観を写真にしてお送りください。

②　応募資格 どなたでもご応募いただけます。

③　応募締切 ④　結果発表 2023年2月下旬

⑤　応募方法
・作品はデジタルカメラ（スマートフォン、携帯電話も含む）で撮影してください。

・作品は５Ｍバイト以内のＪＰＥＧ形式の画像データでご応募してください。

・応募は以下の方法といたします。

1)メール 「⑩応募先」にあるメールアドレス宛に作品の画像データを添付してお送り下さい。

本文には、住所・氏名・電話番号・年齢・性別・撮影年月日・撮影時間帯・撮影場所・

作品タイトル・作品についてのコメントを記載してください。

2)郵送 作品の画像データをＣＤ－Ｒに書き込んで、「⑩応募先」の住所までお送り下さい。

また、「⑪応募票」に必要事項を記入し、同封してください。

主　催：（一社）北海道造園緑化建設業協会　　　　後　援：北海道

美しい都市や道路を構成するうえでなくてはならない街路樹。

日頃見過ごされてしまうこともある街路樹ですが、
少し足を止めて街路樹が作る美しい街並みや景観をご紹介ください。

2022年11月30日（水）必着

第４回北海道みどりの景観フォトコンテスト 特賞：カラフルトンネル（山内佳子さん）

第５回



⑥　応募上の留意事項
・応募した時点でこの留意事項に同意したものといたします。

・お一人様何回、何作品でも応募できますが、入賞はお一人様一作品とさせて頂きます。

・応募作品の著作権は撮影者に帰属致します。応募作品の返却いたしません。

・入賞作品の使用権（主催者が開催する催し物、ホームページ、広報誌等への使用）は、

　２０２５年３月３１日間まで主催者が保有します。

　入賞作品は本コンテストの広報活動として、新聞、雑誌、テレビ、ホームページなどで

　使用することがあります。使用にあたっては撮影者の氏名表示を行います。

・入賞作品を使用する時、一部改変させて頂く場合がございます。

・作品は未発表のもので概ね１年以内に撮影し、樹木等が現存するものとしてください。

・現存しないものや、合成画像処理されたものは作品として認めません。

・同一または類似作品が、規模の大小にかかわらず他のコンテストなどに応募中または、

　応募予定、過去に入賞して画像が確認できる作品、SNS等で発表された作品は応募できません。

・ご応募の際にご記入頂いた個人情報は、本コンテストに関わる目的以外には使用しません。

・被写体の肖像権侵害等の責任は負いません。応募者の責任の上でご確認下さい。

　作品の発表あるいは展示後、使用された人物等からの肖像権等の申し出があった場合の責任は、

　すべて応募者に帰属するものとします。万一、第三者との紛争が生じた際には、応募者自身の

　責任と費用負担によって解決していただきます。

・事務局の判断により不適切または公序良俗に反するとされる作品は削除いたします。

⑦　謝礼 ⑧　審査
主催者及び主催者が推薦する委員が行います。

(※審査の結果、入賞作品の該当がない場合もございます。ご了承下さい。)

⑨　審査発表
入賞者への直接通知及びホームページへの掲載をいたします。

⑩　応募先・問い合わせ先
〒060-0051　札幌市中央区南１条東１丁目２番地１　太平洋興発ビル２階

（一社）北海道造園緑化建設業協会　事務局　ＴＥＬ（011）221-4451

メールアドレス：lila-1976@hokuzoukyou.or.jp

⑪　応募票
〒　　　-

年 月 日 午前　・　午後 時頃

ホームページ・フェイスブック・情報サイト・知人の紹介

ポスター・その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

男性　・　女性

撮影場所

作品ﾀｲﾄﾙ

年齢

コンテストを
知ったきっかけ

作品に
ついての
コメント

撮影時間帯撮影年月日

性別才

ﾒｰﾙｱﾄﾞﾚｽ

氏名

ﾌﾘｶﾞﾅ

住所

電話番号

⑦　謝礼

北造協サポーター「ほくぞう」

○特賞 １点（賞金３万円）

○入賞 ５点（賞金１万円）

○佳作 ５点（賞金５千円）
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編 集 後 記

編集後記

新型コロナウィルスとの闘いが 1つの転換点を迎えようとしているように感じます。今年は年初から約 2
か月間のまん延防止等重点措置で始まりましたが、ようやく足元では新規感染者数が減少傾向にあり、ワク
チン接種の拡大や飲み薬の開発と合わせて、ウィルスとの共生による社会・経済活動の正常化へ向けた動き
が活発化しています。海外旅行客の受け入れ再開や各種イベントも再開され始めています。

そのような中、造園業界の一大イベントとして 6月 25日から 7月 24日まで、恵庭市のはなふるをメイ
ン会場として全国都市緑化北海道フェア（ガーデンフェスタ北海道 2022）が開催されます。新型コロナウ
ィルスの感染拡大が小康状態の今、おそらく全国各地から或いは全道各地から多くの方が会場を訪れること
と思います。ウィルスの感染拡大防止対策を徹底した上で、造園人としてこのイベントが都市緑化の普及啓
発のために大成功で終えられることを祈念しています。そして、皆様には是非会場内の人混みがないところ
でマスクを外して新緑の香り・花の香りを楽しんで頂き、マスクの弊害で感じられにくくなっていた植物の
魅力の一つを再認識して頂きたいと思います。（言うまでもないかと思いますが、ウィルスの感染防止にマス
クは重要なものですので、状況によってはマスクの着用はしっかり行ってください。）

最後になりますが、総務委員会では広報誌「みどり」をはじめとした情報発信を積極的に行ってまいりた
いところであります。関係者の皆様には広報誌への寄稿やアンケートへのご回答をお願いすることもあるか
と存じますが、ご協力いただけますようお願い致します。また、今年も美しい街路樹に目を向けてもらうた
めにフォトコンテストを開催しております。是非、皆さんにも周りの方々にご周知頂ければ幸いです。合わ
せてご協力のほどよろしくお願いいたします。

総務委員長　廣部　修平

■表紙写真
第４回北海道みどりの景観フォトコンテスト特賞作品
『カラフルトンネル』… 撮影者：山内佳子氏

総 務 委 員 会

委 員 長　廣部　修平

副委員長　池田　智仁・大川　澄雄
大友　　淳・鎌田　　浩
甲斐　　聖・武田　　久
田森　宣行・中峰　勝美
廣澤　　隆・福地　弘明
真鍋　昌市・三栖　裕司
森　　正光

北造協サポーター「ほくぞう」
北造協サポーター「ほくぞう」は、北海道に生息するエゾリス。まちの緑を守るため、
造園建設業者の若手社員を口うるさく指導する。
厳寒期でも冬眠しない働き者。
木の実をせっせと植えて緑を増やすのが大好き。
するどいしっぽをノコの代わりにして剪定作業もこなし、樹木を育てている。






